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2015年度実習生 80 50 69.3




2018年度実習生 90 50 74.4
2019年度実習生 85 60 74.4




2015年度実習生 68 39 54.9




2018年度実習生 93 54 79.1
2019年度実習生 92 40 69.5




2015年度実習生 70 32 54




2018年度実習生 74 42 59







































































７月 ５月（受験直後） ５月（受験直後） ７月
⑥再試験 実施なし 実施 実施 実施なし
表６　本学における実習前評価システム（短期大学版）の実施内容・時期・手法の改良過程
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の検討―「実習前評価システム（短期大学
版）」の試行的実施から―」日本社会福祉学会
第62回秋季大会ポスター発表
阿部好恵（2014）「社会福祉士養成教育における 
実習前評価システムの取り組み（II）」帯広大
谷短期大学紀要 第51号、27‒34
阿部好恵（2015）「「実習前評価システム（短期大
学版）」の試行的実施による学生の変化―記述
式課題の結果とアンケート調査から」日本社
会福祉学会第63回秋季大会ポスター発表
阿部好恵（2016）「短期大学における実習前評価
の検討：「実習前評価システム（短期大学版）」
の試行的実施から」帯広大谷短期大学紀要 第
53号、１‒９、2016
阿部好恵（2017）「「実習前評価システム（短期大
学版）」の試行的実施による学生の変化」帯広
大谷短期大学地域連携推進センター紀要 第
４号、43‒52、2017
阿部好恵、樋田幸恵（2016）「「実習前評価システ
ム（短期大学版）」の改定―学生の主体的な実
習事前学習の促し―」日本社会福祉学会第64
回秋季大会ポスター発表
阿部好恵、樋田幸恵（2017）「「実習前評価システ
ム（短期大学版）」の改良―学生の実習に向け
た学習意欲の維持・向上―」日本社会福祉学
会第65回秋季大会ポスター発表
阿部好恵、樋田幸恵（2018）「「実習前評価システ
ム（短期大学版）」における事前学習項目の妥
当性の検討―学生に対する実習後の調査から
―」日本社会福祉学会第66回秋季大会ポスタ
ー発表
池田雅子（2005）「社会福祉実習教育における学
生の自己コンピテンス・アセスメントの活用
について―コンピテンス評価結果の分析を通
して」北星学園大学社会福祉学部北星論集４ 
42、49‒65
川勾亜紀奈、巻康弘、福間麻紀、近藤尚也、松本
望、鈴木幸雄（2016）「相談援助実習に向け
た実習前評価システムとしてのOSCE（客観
的臨床能力試験）の企画・運営―事前準備の
内容とその変遷を中心に―」北海道医療大学
看護福祉学部紀要23号 79‒86
Ⅳ．まとめと展望
　７年間実施をし、安定的な学習効果をもたらす
手法として、方法Cを確立した。点数が安定化し
たことは、自己学習の質・量ともに適切であった
ことを示すと考えている。そのためには、適度な
声かけと自己学習方法の提示が必要であったこと
も、手法の変更とその結果から示された。
　また、この７年間、試験前には、学生たちから
の質問が増えたこと、休み時間や放課後等、教室
での学習をする姿が見られる頻度が上がるなど、
学生がより積極的に学習に取り組むようになった
と感じる。
　加えて、技術の習得に関しても、自分ごととし
て捉え、自分なりの相談援助技法を習得できるよ
うに真剣に取り組むようになっている。相談援助
技法は客観的評価が難しいため、学生たちが自身
の達成度を判別しにくい。OSCEによる達成度の
客観化は、その後の学生たちの学習態度の向上を
みても、非常に効果的であったと考える。
　コロナ禍に見舞われた2020年度においても、方
法Cをオンライン中心の環境下に合わせることで、
実習生全員を学外実習に送り出すレベルまで学習
レベルを確保できた。その一方で、対人援助の技
法の訓練については対面する他者が必要なことを
痛感した。オンラインでは、言語的な対応の練習
しかできず、非言語部分、特に環境整備に関する
練習・指導・評価が十分にできなかった。この点
は、コロナ禍の終息が見通せない現状及び今後に
おいて、引き続き重大な課題である。
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